
統監府鉄道管理局長官を最後に実業界に入ったが，なお広軌

鉄道改築準備委員会委員 ・ 鉄道会議議員等，晩年に至る まで鉄

道界に尽くした。

費削功により ， 大正 8 年男爵を授けられ， 同 13 年中E密顧問官に

親任された。

昭和 4 年アメリカ γ・ソサエティー・オプ ・ γ ピノレ ・ エンジニ

アース名誉会員に推され，同 5 年には英国イ γ スチチュショ

ン・オプ・ γ ピノレ ・エンジニアースの名誉会員に推薦された。

昭和 7 年従二位勲一等に叙され，昭和 9 ・ 1 ・ 28 東京渋谷区常

盤松の自邸にせい去，特に旭日桐花大綬章を綬けられ，染井墓

地に埋葬された。(高本俊爽)

ふるかわさかじろう 古川阪次郎 安政 5 ・ 11 ・ 4 香川県趨

飽島に生まれ，明治 17 年工部大学校土木科を卒業，直ちに工部

省に入って八等技手となった。この年，日本鉄道株式会社の山

手線敷設工事を担当し，翌 18 年碓氷線の建設に従事したが， 両

工事中にそれぞれ トロッコ転砲の事故にあい，いずれも負傷し

たが命姶いして全快した。

明治 27 年逓信 'tì 鉄道技師に

任官， 同年日清戦役の大本営付

を命ぜられ，軍事輸送に貢献し

た。同 29 年八王子出張所長に

任命され，中央来線の敷設に当

たり特に笹子ト γネノレの完成に

力を尽くした。

明治 36 年日露戦役ぬ野戦鉄

道提理部が設置されるや，技長

を命せ.られて欧米各国へ派遣さ

れ，帰って，翌 37 年満州に従軍，

戦時下の輸送に偉功をたてた。

戦後の明治 38 年日露講和条

約による両国連絡運輸会議のため，露都に出張してこれをまと

めた。

明治 40 年帝国鉄道庁技師となり，翌年中部鉄道管理局長に

進んだ。こえて大正 2 年鉄道院技術部長，技監に任ぜられ，同

年副総裁となった。

次レで大正 3 年広軌鉄道改築取調委員長を委嘱され，広軌問

題の研究と推進に努めた。大正 4 年工学博士の学伎を受け，同

6 年副総裁を辞して鉄道院顧問となった。

大正 7 年錦鶏之間伺候をおおせつけられ，こえて昭和 8 年帝

国鉄道協会会長に就任した。昭和 16 ・ 3 ・ 2 肺炎のため，渋谷松

涛の自邸にせい去，麻布光林寺に埋葬された。(篠崎四郎)

プレーキすきまちょうせいき プレーキすきま調重器

(英) brake slack adjuster 車輪と時1)輪子のすきま(プレー

キ・スラック)を調整する装置。

鉄道車両のプレーキ装置は，車紛(回転体)に対し制l倫子(摩

擦片，プレーキ ・ γ ュー)を押し当てですUI;作用を行なうもの

であるから，プレーキをかけるたびごと に制倫子が少しずつす

り減らされる。この変化によって ， 空気フレー キのピストン行

程が次第に長く伸びて，制動力が低下し，または全く失われて

しまうことも起こりうる。

すきま調整器は，この危険な状態を除去するための装置で ，

L1tI)輸子の摩耗によってピストン行程が伸びた場合， これを有

効，安全な範囲内に回復するJ 機能を持っているものである。

さらに，これを分類すると，自動式・手動式，単動式 ・ 復動式，

機械式・空気圧式等に分けられるが， 一般的には自動・単動 ・

機械式のものが広く用いられる。図は，その一例を示す。

フレキシパ ン
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装置は車輪寄りのプレーキ俸ピン中心 D， l:，シリ γ ダ寄り

のプレー キてこのピン中心 D2 との聞に取り付けられるが，歯

車腕のせん(尖)端ピン⑪ (A点)で逮結板⑬を仲介として ， 車体

の一部分である述結板受②に固定される。いまプレーキがかか

ると，装置全体が車体中央(図の右方)に L，だけ移動するが

(L，は積率のときのブレーキ棒ストローク)， A 点だけが固定

されているから，歯車は 0" だけ回転し， 歯のかみ合いによっ

て外筒⑪も r だけ回転する。これに伴い外筒⑪に内蔵され，

かっ同軸上にある主動 P ラッチ③も相手の従動クラッチ③の上

を回転する。

制l輸子力"ある量以上に摩耗すると， この運動最が士曽大され

て，主動クラッチ③は歯の角度以上に回転するようになるから，

相手の従動クラッチ④に，かみ合ってこれと一体のねじ筒①を

回し，結論としてピン間距離Dが短縮され，これに伴ってすき

まも元の大きさに縮められる。したがって調整器は制l輪予があ

る量以上に再び勝粍するまで働かない。

このように自動式は，運転中常にすきまを調整するか ら，理

想的なものであるが， 運用度の低いもの， または旧式なものに

は手動式もあり，これらは車両の定期的な検査の際，その伸び

を修整する。

複動式とは，自動調整の作動方向が，単にピス トンの伸びを

元の長さに短縮するだけでなしたとえば摩耗した制輸子を新

しく取 り答えようとする場合，厚い市1)輪子によって短縮した ピ

スト γ行程を，逆に伸長することができる合理的なものである。

ただし構造が複雑で大型になるから， 取付けの範囲が限定され，

経済効率も考慮する必要がある。

空気式とは， 自動調整の機構を{動かせる動力源として，空気

プレーキの圧力を利用し，これを調整器の小型シリ γ ダに誘導

して調整ねじを回転させるものである。

調整器の歴史は古く. 1910 年ごろスウェーデンにおいて初め

て L自動的プレーキ調整の考え方1 が開発され，引続き今日ま

で各国でL 、ろいろな方式のものが研究されている。

わが国でも，戦後国鉄の電車に対して本格的に設備されたが，

巌近は貨車にも相当な数量が取り付けられている。

なおプレ ー キすきま調整器は，同じ主旨で自動車 ・ 航空機に

も取 り 付けたものがある。 (小熊昌男)

フレキシパン (米)自eXl-van 鉄道輸送がもっ経済性と

自動車輸送における機動性とを結びつけて行なう輸送方式で，

戸口から戸口へのー貧輸送の合理化をはかる目的で考えられた

一種のコ γテナである。ブ レキシパン輸送の特長は，貨車に装

備されたタ ー ンテーブノレ(回転台)を操作することによ って ， ト

ラクターを貨車に横付けして直接積卸しを行なうので，特別な

荷役機械を要しないことである。

積卸しの具体的方法は，まず道路上を輸送してきたトラタタ

ーの自力で，フ レキシパン コ ンテナ (7 レコンと略称)を貨車の

中央部分のター γテープノレ燐造上に押し込み，油圧で持ち上げ

て回転させ，貨車の長手方向広軸を合わせて降下し，自îj後台車
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